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会長告知 

人間というものは 

会長 萩田 均 

 本日は諏訪ＲＣロータリアンでもあり、諏訪湖エイト

ピークストライアスロン実行委員会の小島卓也様を

お迎えして、卓話をいただきます。コロナ過の中、１

年の延期や感染対策など、骨を折られたことと察し

ます。大変なイベントで、そこには様々な経験と、ご

苦労をされて、得たものを本日はお話しいただける

ことと、楽しみにしています。 

コロナ感染警戒レベルは医療アラートが医療警報

に下がりレベル５になりました。私たちのクラブでは

レベル１・２においては通常例会。レベル３・４にお

いては食事をお弁当に、例会は例会場とｗｅｂ例会

の組み合わせたハイブリット例会。レベル５・６にお

いてはｗｅｂのみのｚｏｏｍ例会（例会場は中継例会）

と定め、実施しています。諏訪地域の１週間合計感

染者数が１２０人以下、医療警戒が病床使用率３

５％以下にならなければレベル４にはならず、ハイ

ブリット例会すら今の状況では開けません。ましてや

通常例会を開催するには、諏訪地域の１週間合計

感染者数が６０人以下にならなければ通常例会を開

催できません。３クラブ合同例会のホストである岡谷

ＲＣも大変悩んでいるようです。平均年齢が６５歳以

上の私たちは用心深く、例会や事業に臨まなくては

なりません。 

私は哲学者でも、科学者でもありませんが、人間

とは何かに、ついて私の思っていることを話させて

いただきます。仕事上、フロン配管や施工において

手順を大切にさせていただいています。特に完成

検査、漏れ検査、真空引きなど完成後の寿命にか

かわる工程を、特に私は大切にしています。職人さ

んたちからは技術を信じていないのかとよく、お叱り

を受けますが、そこは譲れないところなので時間を

かけます。人間は間違えをしでかす動物です。完全

な人間など一人もいません。そのため、私たちは規

則、ルールを作り、マナーを大切によく話し合い、理

解しあい、前に進めています。専制的な組織におい

てもその規則、ルール、マナーを一人の考えにゆだ

ねたうえで、進めているわけです。完全な人間では

ない私たちは、支えあい，解りあい、助け合ってこそ

素晴らしき組織になります。と言っている私も不完全

な未完成な人間です。 

◇幹事報告◇ 

【報告事項】 

理事会報告 

２） ヒシ刈り船導入について 臨時理事会９／２１に

協議します。 

３） 会長エレクト・次期幹事研修について １０／２

（オンライン） 

４） 青少年基金・プロジェクト助成金について 

５） 中学校職場体験学習について 

♪今週のことば

会員数 35人 2人 2,000円

出席対象 34人 累　計 215,000円

出席者数 34人 目標額 60万円

出 席 率 100.0% 達成率 35.8%

前回修正 100.0%

♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ

小島さん　本日はよろしくお願いします　　萩田均

小島さん、トライアスロンでは本当にお疲れさまdした。本日は苦労話など楽しみ
にしています。宜しくお願いします。　　宮澤孝良
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６） 地区大会参加について 

７） 諏訪グループポリオデーについて 

８）次年度役員指名委員会について 

１）１０月例会予定 

【受領文書】 

１） ハイライト米山が来ました。 

第１７５５回例会 

スワコエイトピークス 

ミドルトライアスロンを企画して 

小島卓也様 

担当 雑誌広報委員会 

小島卓也様（諏訪ロータリークラブ会員・ミクロ発条

㈱社長）の卓話をお聞きしました 

トライアスロンを趣味とする小島卓也様は「スワコエ

イトピークスミドルトライアスロン２０２２」を企画開催さ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年から健康の為 日本各地と世界各地の大

会に参加されておられます。 

諏訪の地での開催は「湖と共にある暮らしのすば

らしさと八ヶ岳から諏訪湖までの持続可能な地域環

境保全」を求めての大会開催でした。 

ｺﾛﾅ禍での大会延期などの障害を越え 2022 年 6

月 25 日 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 1,166 名の協力を得てｽｲﾑ 2 ㎞､

ﾊﾞｲｸ 78 ㎞､ﾗﾝ 20 ㎞計 100km の開催でした｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会開催実現に向けて地域住民の理解を得るた

めに１００㎞沿線の住民に出向いての説明を行いま

した。今後も継続して開催するには住民の理解と関

係行政体すべての協力支援が必要です。一つ欠け

ても１００㎞ルートが途切れてしまいます。 

大会を通じて諏訪湖の浄化と八ヶ岳の環境保全に

力添えなるように努めて行くとのことでした。 

６００余名の参加者が家族を伴って全国各地から

参加され 諏訪の地域で観光と宿泊をなされたこと

が地域産業の助力になった側面もご報告頂きまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の皆様は 沿線の熱い声援に感謝と感動さ

れ 再度の来訪を望んでおられる様子です。 

将来 再度の企画がなされた折には できる協力

を考えましょう。 

月日
曜

日
回 内　　　容 担　　当

6日 木 1757
外から見た諏訪湖ロータリークラ

ブ  講師　蒲池整志　会員
クラブ会報

 13日 木 1758
MCLAのこどもたちについて

MCLAの西村奈々子さん卓話
国際奉仕

 16日 日 1759
ロータリー奉仕デー（２クラブ合同

諏訪湖清掃）

会長・幹事（職

業・社会・青少

年）

18日 火 1760
３クラブ合同夜間例会（岡谷RC担

当）中止
会長・幹事

27日 木 1761 社会奉仕関係 社会奉仕


